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とした「自然首都・只見」宣言を行っている。しかし只見町は、平成 23年 3月 11 日には東日本
大震災、及びそれにともなう原発事故、そして、同年 7 月に起こった新潟・福島豪雨災害により
甚大な被害を受けた。こうした現状を受け、自然環境を保護・保全しつつ、自然環境や天然資源


















３ 地域創生としての ESD（ユネスコスクールの活動） 
 本プロジェクトでは、只見町のよさを調べ、よりよく知り、その地域のよさを系統的に味わう
 44 
ことができるようにする。その上で、自分たちの住んでいる地域に誇りを持ち、地域を大切にす
るための考え方や姿勢を身につけさせていく。この地域への誇りや地域を大切に思う心を基盤
に、現状を把握・認識し、その上で理想とする只見町の将来像や子どもたちの将来に立ちはだか
る様々な課題等を見つけさせ、それらを解決していく能力を養うことを目的としている。 
 さらに ASPnetなどのネットワークを活用しながら、学習成果を県内外へ発信し交流を図って、
子どもたちの活動やその成果を発信するとともに、同じような課題を抱える他の地域とのネッ
トワークを形成し、他地域・他国での持続可能な社会づくりを阻む様々な課題や現状を認識する
ことで、ともに困難を乗り越えていく意識を喚起し、互いに課題解決のための行動化を図りたい。 
本プロジェクトでの学びは、地域社会の復興及び発展に寄与し、地域社会を持続不可能にする
様々な要因を解決するための糸口として、只見町での ESDは、貴重な実践事例の１つになるはず
である。只見町に生まれ、只見町で学んだからこそ、持続可能な社会づくりのための重要な学習
ができ、将来有為な人材になれたという教育活動を推進していきたい。 
 
４ 取り組み体制 
 
 
 
 
